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平成 21 年３月期 通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年 11 月 26 日に公表しました平成 21 年３月期（平

成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知

らせいたします。 

 

１．平成 21 年３月期通期業績予想の修正（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

 

  （１）連結 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

 百万円 百万円 百万円 百万円

前回発表予想（Ａ） 24,118 55   30   81 

今回修正予想（Ｂ） 21,129 95  70 200 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △2,989 40 40 119 

増 減 率 △12.3％ 72.7％ 133.3％ 146.9％ 

前 期 実 績 27,928 52 65 △19 

 

  （２）個別 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

 百万円 百万円 百万円 百万円

前回発表予想（Ａ） 5,888 18 18 78 

今回修正予想（Ｂ） 5,888 70 50 150 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 0 52 32 72 

増 減 率 0.0 288.9％ 177.8％ 92.3％ 

前 期 実 績 5,767 59 77 30 

 

 

 

 



 
２．修正の理由 

  （１）平成 21 年３月期通期業績予想（連結）の修正について 

 当社グループにおいては、最近の景況感の急速な悪化を受け、モバイル事業における携帯電

話端末の販売台数の低下、オフィスサプライ事業のオフィス文具需要の低迷、人材事業の派遣

先稼働率の低下などにより売上高は平成 20 年 11 月 26 日に発表しました業績予想を下回る見

込であります。 

 一方、モバイル事業において、平成 19 年度より開始された各キャリアの携帯電話端末の割

賦販売や新料金プランの導入に伴う販売方法変更の影響を考え、販売台数の減少を予測し前期

末より不採算店舗の統廃合、撤退、売却を進め、その他経費の圧縮に努めました結果、景況感

の悪化を上回るスピードで大幅な販売管理費圧縮の実現ができたことにより１店舗当たりの

採算性が向上したことで、利益面で予想を上回るものと予測しております。 

また、他事業につきましても、経費の圧縮に努めるとともに、今後の景況感を鑑み減収増益

を目指すべく、投資の見直しを行いました。 

なお、当社はこれまで、各事業の特色に合わせ意思決定の迅速化を優先し、ホールディング

カンパニー制の運営をしてまいりましたが、法人を維持するための管理経費を圧縮すべくグル

ープ会社同士の合併、子会社の売却（MBO）を進め、法人数の最適化を図り、オフィスにつき

ましても統合を行うなど徹底した販売管理費の圧縮に努めてまいりました。 

その他、今期第４四半期に予定していた本社オフィス移転の取り止め、モバイル事業におい

ては撤退を予定していた店舗の採算性が向上したことによる店舗撤退の回避により当初予定

していた特別損失が発生しなかったことから、当期純利益につきましても前回予想を上回る見

込であります。 

また、今期は、株式会社メディアイノベーションの普通株式の売却、子会社（㈱プラスアル

ファ、アルファソリューションズ㈱）の売却（MBO）、通信サービス事業の格安国際電話サービ

ス「ワールドリンク」の売却等による売却費、モバイル事業の不採算店舗の減少による不動産

預け入れ保証金の返還、店舗運営のための携帯端末在庫の見直しなどにより、銀行借入金の返

済を促進し平成 20 年４月１日（期首時点）の銀行借入金 2,991 百万円は平成 21 年２月末時点

で 1,244 百万円となるなど、財務体質の改善にも努めてまいりました。 

その結果、売上高 21,129 百万円、営業利益 95 百万円、経常利益 70 百万円、純利益 200 百

万円となり、売上高以外は前回発表予想を上回ると予測しております。 

 

（２）平成 21 年３月期通期業績予想（個別）の修正について 

個別業績におきましては、連結と同様に経営資源の選択と集中を行い経営体力の強化に取り

組み、管理コストの大幅な削減および第４四半期に予定していた本社オフィス移転を取り止め

るなど、投資の見直しを行った結果、売上高につきましては平成 20 年 11 月 26 日に発表しま

した業績予想から変更はありませんが、営業利益、経常利益、当期純利益は前回発表予想を上

回ると予測しており、売上高 5,888 百万円、営業利益 70 百万円、経常利益 50 百万円、純利益

150 百万円となる見込みであります。 

 

 

※
業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき予想したものであり、実際の業績はさ
まざまな要因により、これらの予想値と異なる場合がありえることをご承知おき願います。 
以上 


